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市長の手控え帖

　
童
謡
を
担
当
し
た
の
は‶

言
葉
の
魔
術
師
″

北き
た

原は
ら

白は
く

秋し
ゅ
う

。
童
謡
は
口
頭
で
伝
承
さ
れ
て
き
た

わ
ら
べ
う
た
や
、
国
主
導
の
唱
歌
と
異
な
り
、

雑
誌
と
い
う
印
刷
メ
デ
ィ
ア
か
ら
誕
生
し
た
。

白
秋
は
、
水
郷
の
里
、
福
岡
県
柳
川
の
裕
福
な

商
家
に
生
ま
れ
た
。
中
学
の
頃
か
ら
詩
歌
に
熱

中
。
父
に
無
断
で
退
学
し
早
稲
田
に
入
る
。

　
同
級
生
に
、
酒
と
旅
の
歌
人
若わ

か

山や
ま

牧ぼ
く

水す
い

が
い

る
。『
邪じ

ゃ

宗し
ゅ
う

門も
ん

』
な
ど
若
く
し
て
才
能
が
開
花
し

た
。
一
方
で
、
煩ぼ

ん

悩の
う

に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
、
実
家
も
破

産
す
る
な
ど
、
浮
き
沈
み
の
激
し
い
前
半
生
だ

っ
た
。
や
が
て
心
も
収
入
も
安
定
す
る
と
、
ほ

と
ば
し
る
よ
う
に
名
作
が
生
ま
れ
る
。

　
白
秋
は
、
国
づ
く
り
の
た
め
の
唱
歌
に
不
満

を
持
っ
た
。
子
供
の
好
奇
心
や
未
知
な
る
も
の

へ
の
驚
き
、
憧
れ
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る

こ
と
の
大
事
さ
を
説
い
た
。
ま
た
、
都
市
化
の

中
で
功
利
主
義
が
は
び
こ
り
、
日
本
の
風
土
や

伝
統
、
童
心
の
衰
退
を
危
惧
し
た
。
そ
こ
で
、

わ
ら
べ
う
た
の
復
権
を
中
心
に
、
文
芸
と
し
て

の
童
謡
を
唱
え
た
。

　
日
本
語
に
は
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
詩
人
は
言
葉

で
音
楽
を
作
っ
て
い
る
。
童
謡
は
定
め
ら
れ
た

旋
律
で
は
な
く
、
各
々
自
由
に
歌
っ
て
い
い
と

思
っ
た
。
ど
こ
ま
で
も
言
葉
を
大
切
に
す
る
白

秋
は
、
自
分
の
詩
に
五
線
譜
の
曲
が
つ
く
の
を

嫌
っ
た
。
一
方
、
読
者
か
ら
は
楽
譜
を
要
望
す

る
声
が
強
ま
る
。
三
重
吉
は
売
り
上
げ
を
伸
ば

す
こ
と
に
舵
を
切
る
。
童
謡
の
作
曲
と
い
う
方

針
転
換
は
、
白
秋
と
の
間
に
溝
を
生
ん
だ
。

　
本
市
の
教
育
目
標
に
「
未
来
を
切
り
拓
く
人

間
力
」
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
優
れ
た

感
性
や
感
受
性
が
欠
か
せ
な
い
。
昨
年
は
、
近

代
戦
争
の
悲
惨
さ
を
見
せ
つ
け
た
第
１
次
大
戦

の
終
結
か
ら
百
年
。
同
じ
年
の
大
正
７
年
７
月
。

児
童
文
学
者
、
鈴
木
三み

重え

吉き
ち

が
児
童
向
け
の
雑

誌
『
赤
い
鳥
』
を
創
刊
し
た
。

　
三
重
吉
は
、
そ
れ
ま
で
の
雑
誌
が
、
教
訓
的

で
子
供
を
教
育
秩
序
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
る

こ
と
を
批
判
し
た
。
子
供
は
大
人
の
世
界
と
は

別
に
、
子
供
時
代
と
い
う
特
別
な
時
代
が
あ
る

と
考
え
た
。『
赤
い
鳥
』
は
、
子
供
の
純
粋
さ
や

童
心
を
保
護
し
育
成
す
る
、
新
た
な
芸
術
の
創

造
を
目
指
し
た
。

　
明
治
は
、
先
進
国
に
追
い
つ
く
こ
と
を
国
の

方
針
と
し
、
富
国
強
兵
や
殖
産
興
業
に
必
要
な

教
育
を
行
っ
た
。
大
人
も
子
供
も
緊
張
の
中
に

あ
っ
た
。
大
正
に
入
る
と
、
時
代
の
空
気
が
変

わ
る
。
大
戦
で
は
戦
闘
に
加
わ
ら
ず
に
勝
者
と

な
り
、
好
景
気
に
わ
い
た
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
も
あ
り
、
民
衆
に
よ
る
文
芸
が
花
開
き
、
子

供
を
自
由
に
解
き
放
と
う
と
し
た
。
急
速
な
近

代
化
で
、
都
市
部
に
会
社
員
、
官
吏
、
教
員
な

ど
の
新
中
間
層
が
生
ま
れ
、
こ
の
層
を
中
心
に

『
赤
い
鳥
』
の
読
者
は
増
え
て
い
っ
た
。

　
白
秋
は
山や

ま

田だ

耕こ
う

筰さ
く

と
出
会
う
。
耕
筰
は
、
米

国
で
東
洋
人
初
の
演
奏
会
を
開
き
大
成
功
。
日

本
初
の
交
響
曲
や
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
作

る
な
ど
、
日
本
管
弦
楽
の
基
礎
を
築
い
た
。
一

方
、
破
天
荒
な
行
動
で
「
教
科
書
に
の
せ
ら
れ

な
い
」
生
活
の
と
き
も
あ
っ
た
。

　
白
秋
は
、
日
本
語
そ
の
も
の
に
リ
ズ
ム
が
あ

る
こ
と
を
強
調
し
、
耕
筰
は
日
本
語
に
合
わ
せ

た
メ
ロ
デ
ィ
と
詩
情
を
大
事
に
す
べ
き
と
応
え

る
。
言
葉
を
重
視
す
る
耕
筰
に
共
鳴
し
、
曲
の

つ
い
た
童
謡
を
作
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
盟
友
は
三
百
余
の
歌
曲
を
共
作
し
、
親
交
は

二
十
年
余
に
及
ん
だ
。
互
い
の
才
能
に
敬
意
を

表
し
、
人
柄
に
ひ
か
れ
あ
っ
た
。
耕
筰
は
「
白

秋
が
死
ん
で
か
ら
、
僕
は
い
い
作
品
を
書
い
て

い
な
い
」
と
言
っ
た
。
白
秋
と
の
仕
事
の
充
実

感
が
分
か
る
。
二
人
の
作
品
は
、
童
謡
史
を
飾

る
名
曲
揃
い
。『
こ
の
道
』『
か
ら
た
ち
の
花
』『
ペ

チ
カ
』『
待
ち
ぼ
う
け
』『
砂
山
』
…
。

　
中
で
も
『
こ
の
道
』
に
ひ
か
れ
る
。「
こ
の
道

は
い
つ
か
来
た
道　
あ
の
丘
は
い
つ
か
見
た
丘

あ
の
雲
も
い
つ
か
見
た
雲
…
」。
何
故
か
懐
か

し
さ
が
込
み
あ
げ
て
く
る
。
白
秋
は
、
誰
も
が

持
つ
懐
か
し
い
と
い
う
情
緒
に
訴
え
た
。

　
今
、
言
葉
も
音
も
洪
水
の
よ
う
に
あ
ふ
れ
て

い
る
。
だ
が
、
そ
の
多
く
は
記
号
の
よ
う
だ
。

胸
に
し
み
る
詩
や
旋
律
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
だ
ろ

う
か
。
も
う
す
ぐ
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
時
代
が

く
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
豊
か
な
情
緒
性
や
感
受

性
を
育
む
現
代
版
の
童
謡
が
必
要
だ
と
思
う
。

「
北
原
白
秋
と
童
謡
」


